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PISA2015(OECD生徒の学習到達度調査)



PISAとは(問1)

○義務教育修了段階の１５歳児の生徒が持っている知識や
技能を、実生活の様々な場面で直面する課題にどの程度活
用できるかを評価

○読解力、数学的リテラシー、科学的リテラシーの３分野につ
いて、２０００年以降、３年ごとに調査を実施し、２０１５年調査
では科学的リテラシーを中心分野として重点的に調査

○７２か国・地域から約５４万人が参加。我が国では、全国の
高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校の１年生
のうち、１９８校、約６,６００人が調査に参加（２０１５年６月から
７月に実施）

○２０１５年調査において、筆記型調査からコンピュータ使用
型調査に移行

問題解決能力
等の革新分野



科学的リテラシー(問2)

科学的リテラシーとは，思慮深い市民として，科学的な考えを持ち，
科学に関連する諸問題に関与する能力である。科学的リテラシーを
身に付けた人は，科学やテクノロジーに関する筋の通った議論に自
ら進んで携わり，それには以下の能力（コンピテンシー）を必要と
する。

◆現象を科学的に説明する：自然やテクノロジーの領域にわたり，現象につい
ての説明を認識し，提案し，評価する。

◆科学的探究を評価して計画する：科学的な調査を説明し，評価し，科学的に
問いに取り組む方法を提案する。

◆データと証拠を科学的に解釈する：様々な表現の中で，データ，主張，論
（アーギュメント）を分析し，評価し，適切な科学的結論を導き出す（注：アー
ギュメントとは，事実と理由付けを提示しながら，自らの主張を相手に伝える過
程を指す）。

これまでの
定義を洗練、
拡張し、
個々人の能
力に着目



読解力(問2)

・読解力とは，自らの目標を達成し，自らの知識と可能
性を発達させ，社会に参加するために，書かれたテキス
トを理解し，利用し，熟考し，これに取り組むことである。

※2009年、2012年調査と定義は同じ。



数学的リテラシー(問2)

・数学的リテラシーとは，様々な文脈の中で数学的
に定式化し，数学を活用し，解釈する個人の能力の
ことである。それには，数学的に推論することや，数
学的な概念・手順・事実・ツールを使って事象を記述
し，説明し，予測することを含む。この能力は，個人
が現実世界において数学が果たす役割を認識したり，
建設的で積極的，思慮深い市民に求められる，十分
な根拠に基づく判断や意思決定をしたりする助けと
なるものである。

※2012年調査と同じ定義



日本の順位は2003年に急降下。学力低下の懸念が高まった(PISAショック)

その後の学習指導要領の改訂等により、最新調査では高い位置を占めるように。

（国立教育政策研究所
「OECD生徒の学習到
達度調査(PISA2015)

のポイント」より）



OECD加盟国のみを見ると、日本は科学的リテラシーと数学的リテラシーで1位。ただし、読解力は6位と低迷している。
→新学習指導要領が「言語活動の充実」を重視している事、日本の児童・生徒の弱点をセットで覚える。

読解力低迷の原
因は、コン
ピュータ使用型
調査への移行で、
日本の子供たち
が操作に不慣れ
であった可能性

出典：同上

読解力の向上に向
けた対応策について



日本の結果の特徴-1

○｢現象を科学的に説明する｣能力、｢科学的探究を評価して
計画する｣能力、｢データと証拠 を科学的に解釈する｣能力の
三つの科学的能力別に見ると、各能力ともに国際的に上位
に位置している。
○他の能力と比べると｢科学的探究を評価して計画する｣能
力の平均得点は相対的に低い。

出典：同上



日本の結果の特徴-2

○生徒質問調査において、「科学
の楽しさ」、「理科学習に対する
道具的な動機付け」、「理科学習
者としての自己効力感」、「科学
に関連する活動」の４つの観点に
ついては、２００６年調査と経年

比較が可能。

○我が国では、４つの観点の指標
値について、ＯＥＣＤ平均を下
回っているものの、「理科学習に
対する道具的な動機付け」指標な
どはPISA2015において大幅な増加

出典：同上



協同問題解決能力



協同問題解決能力とは(問4)

○ＰＩＳＡ２０１５において，革新分野の調査として実施。

○ＯＥＣＤは，協同問題解決能力を，「複数人が，解決に迫るために必要な理解と労
力を共有し，解決に至るために必要な知識・スキル・労力を出し合うことによって
問題解決しようと試みるプロセスに効果的に取り組むことができる個人の能力」と
定義。

○調査対象は１５歳（３分野の調査と同様）。

○コンピュータ使用型調査として実施。調査問題を解く生徒が，コンピュータ上の仮
想の人物（会話エージェント）と，ある課題について対話をする形式（チャット形
式）により調査。

○５２か国・地域が参加。我が国では，１９８校の高等学校，中等教育学校後期課程
，高等専門学校の１年生約６，６００人が参加（２０１５年６月から７月に実施）

PISA2015で新設された調査項目であり、試験に出やすい。



◆前節で述べたように PISA2015 年調査においては，主要 3 分野「読解力」「数学的リ テラシー」「科
学的リテラシー」に加え，革新分野として「協同問題解決能力」調査を実施した。PISA 調査では協
同問題解決能力のうち「共通理解の構築・維持」「問題解決に対する適切な行動」「チーム組織の
構築・維持」の三つの能力（コンピテンシー）に焦点をあて，これらを問題解決の四つの認知プロ
セスと組み合わせ，12 の測定可能な スキルを設定している。問題解決の四つの認知プロセスとは
PISA2012 年問題解決能力調査で測定された以下のプロセスである。

 (A)「探索・理解」 問題状況を観察し，それと相互作用して情報を求め，制約又は障壁（obstacles

）を見つけ出す。与えられた情報及び問題状況との相互作用を通じて，見つけ出した情報を理 解し
ていること，問題解決にとって重要な概念を理解していることが示される。

 (B)「表現・定式化」問題状況の各側面を表現するために，表やグラフ，記号，言語を用いたり，
表現の形式を変換したりする。問題解決にとって重要な要因とその相互関係を特定し，仮説を立 て
る。情報を組織化し批判的に評価する。

 (C)「計画・実行」 最終的な目標及び必要であればそれに向けての小さな目標を設定し，問題を解決
するためにどのような段階を踏むか等の計画又は方略を決定して，それに従い実行する。

 (D)「観察・熟考」問題解決へと至るそれぞれの段階・過程を観察（monitoring）する。途中経過
を確認し，想定していない出来事に遭遇した場合，必要な処理を行う。解決策を様々な観点か ら振
り返り，想定や別の解決策を批判的に評価し，追加情報や明確化の必要性を認識し， 進捗状況につ
いて適切な方法で伝える。

(国立教育政策研究所 (2017)「PISA2015 年協同問題解決能力調査 ―国際結果の概要― 」）

問5



(国立教育政策研究所「OECD 生徒の学習到達度調査 Programme for 

International Student Assessment PISA2015 年協同問題解決能力調査 ―

国際結果の概要―」より



日本の位置

○日本は2位。
（OECD加盟国内では

1位）。

○総じてアジアの順
位が高い。

（「ＯＥＣＤ生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）２０１
５年 協同問題解決能力調査のポイント」より）



TIMSS2015(国際数学・理科教育動
向調査)



TIMSSとは(問3)

○国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）が、児童生徒の算数・数

学、理科の到達度を国際的な尺度によって測定し、児童生徒
の学習環境等との関係を明らかにするために実施した。

○小学校は５０か国・地域（約２７万人）、中学校は４０か国・
地域（約２５万人）が参加した。 ※一部の国で、調査対象と異

なる学年が調査を受けているため、それらの国については含
めていない。
○我が国では、１４８校の小学校４年生約４４００人、１４７校
の中学校２年生約４７００人が 参加した。（平成２７（２０１５）年
３月に実施）



小・中学校のいずれの教科も日本は高い水準にある。
前回調査と比べても2015年調査では、すべての校種・教科で平均点が上昇している

(国立教育政策研究所「国際数学・理科教育動向調査（ＴＩＭＳＳ２０１５）のポイント」より)

文科省で
は、学習
指導要領
の改訂等
によって、
理数教育
の充実に
努めたこ
とが功を
奏したと
している。



算数・数学 理科

①1995-2015まで日本のこどもたちの習熟度の低い「~400」「400~」「475~」が減少傾向。
②算数・数学及び 理科 のいずれもが「625点～」が過去最高に。

習熟度の低
い子どもが
減少し、高
い子どもが
増えている
傾向にある。

出典：同上

日本の児童の習熟度別割合の経年変化



算数・数学に課題が…。

「625点以上の児童生徒」の割合は増えてはいるが、国際的比較でみるとそこまで多いわけではない。
この層を如何に増やすかが問われる。

出典：同上



勉強に対する児童生徒の意識

〇算数・数学、理科とも
に「楽しい」「役に立
つ」と回答した日本の児
童生徒はゆるやかに上昇

〇算数・数学、理科とも
に小4、中2を比較すると
「楽しい」と答える児童
生徒の割合が減少。大き

な課題

出典：同上

成績はいいけれど
も、中学校になる
と数学や理科が楽
しくなくなる…


